

NPO法人 地域人権みんなの会の2022年度総会　
6月17日に総会を開催。委任状21名を含め合わせて41名が参加。議案の提案の後、みんなの家ななくさ、だんだん、かるがもの管理者さんが事業所の現状と利用者さんに寄り添う介護と生活支援、その実践を報告してくれました。認知症症状を示す利用者さんが増えています。ご本人とご家族に、なくてはならない事業所になっている、と実感させられるものでした。

また、日本国憲法があればこその社会保障、憲法があればこその地域人権、そして平和と民主主義だ、偏った報道などに惑わされることなく、目前の参院選挙も大切にして憲法を活かし守れる社会へ、という思いが通じ合った総会になりました。
20周年を迎え、理念を改めて確認しました
法人の設立総会は2001年12月15日、県の認証を経て2002年5月1日に登記されました。今年はその20周年。当法人の目的には、「一人ひとりの人権が尊重され明るく豊かな岡山県の地域社会の形成に寄与していく」と明記されています。
福祉事業活動を展開する基本姿勢は、

１、利用者および家族の人権とスタッフの人権を尊重する。

２、利用者の信頼と理解はもちろん地域住民の協力を得る。

３、地域住民の利益に適うと同時に、市場経済の中で成り立つよう活動する。

４、個人情報の保護をふまえ、活動の透明性（情報公開）や説明責任を果たす。

５、福祉のみならず環境、教育、文化を柱とした住民主体の地域づくりを実践する。

６、地域の福祉ネットワーク（職員･医療機関や福祉機関の関係者･ボランティア･教育文化関係者など）の構築を目指す。

７、住民同士の連帯と交流をはじめコミュニティづくりを目指す。

８、地域の要求を把握し対応できるような体制づくりを目指す。

日本国憲法があればこそ　　参院選挙、ぜひ投票に行きましょう

引き続きその基本姿勢を現実の社会に活かしていくうえで、日本国憲法の平和的・民主的条項の内容を深化させ、人権を柱にした地域社会づくりに結び付けていくことが必要です。

2021年秋の衆院議員選挙で改憲勢力が3分の2を上回る議席を獲得し、改憲発議が可能な状況が作られました。今年7月10日投票の参院選挙で改憲勢力を3分の2以下にしていけるかが問われています。

2022年2月24日、ロシアはウクライナに侵攻しました。武力による侵略は国連憲章違反です。原発や病院への爆撃、市民の虐殺は国際人道法違反です。核兵器先制使用の威嚇は、国連憲章、核兵器禁止条約違反です。ウクライナ問題で学んだものは、「攻められない」「戦争にしない」ためには憲法9条をまもり、9条を世界に広げる立場を貫き通すことです。改憲勢力は人々の不安や焦燥感を利用して、「9条で守れるか」「攻められたらどうする」と根拠もない不安を煽っています。

私たちは、平和と民主主義、人権の保障、憲法改悪反対、9条をまもるための学習活動を広げます。
連帯して新型コロナ感染対策の徹底を
全国の新規感染者数は大型連休明けに一時増加したあと、5月中旬以降、減少傾向が続いていましたが、前の週と比べた1週間の新規感染者数は先週から増加傾向で、6月29日まででは前の週の1.17倍となっています。

東京都では6月30日までの新規感染者数が前の週と比べて1.40倍になるなど、人口の多い首都圏や東海、関西、そして九州などで増加傾向となっています。
また、島根県では出雲市の事業所で大規模なクラスターが発生するなど、6月28日には一日当たりで過去最多となる305人の感染が確認されました。岡山県も6月30日はその一週間前より8人多い193人の新規感染者数になっています。

今年初めからを振り返ってみましょう
2022年に突入した以降、全国的に第6波に。岡山県でも新規感染者は2月5日に最高の1,458人にのぼり、まん延防止等重点措置が3月６日までとられました。その2月に、みんなの家かるがもで集団感染・クラスターが発生しました。臨時的な対応をとり、感染していないスタッフさんたちの奮闘で、利用者さん宅への訪問活動で介護と生活支援を展開しました。2月5日に保健所に報告し指導を受けた内容をみんなのものとして共有。新型コロナウイルスの感染状況を確認し一覧にまとめる。通い(デイ)の事業は当面の間休止する。限定したスタッフさんの出勤で利用者さんへの弁当の配達、胃ろう造設されている利用者さんへの対応をはかる。岡山市への報告、利用者さんとご家族、すべてのスタッフさんへの報告などを手分けして実施しました。保健所への連絡、利用者さんの入院措置をめぐって医療機関のコロナ対策がひっ迫していることが見えてきます。その分、介護事業所が、感染の危険を冒してでも自宅療養になった利用者さんへ支援せざるを得ない立場に追い込まれます。働く現場で残されたスタッフさんたちに疲労と疲弊感がでてきます。

2月24日、みんなの家かるがも職場会議を開催。新型コロナウイルス感染対策上の課題など、参加者全員から意見や感想が出し合われ、改めて、みんなの家かるがもの存在の意義を確認。1月末で打ち切った県のPCR無料検査、これを継続してほしいという声にもなります。

みんなの家ななくさ、だんだんにおいても利用者さんご家族の感染など、対応に苦慮しました。職員の連携による感染拡大防止対策を徹底したことによりクラスター発生は防ぐことができました。

しかしまだまだ油断はできません。教訓を生かした感染予防対策に取り組みます。そのことが、「事業継続計画」策定に結びつき、全員の力を引き出す視点をもって取り組みましょう。
改めて、皆さんにお願いです。連帯感をもって、以下の基本を徹底してください。
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1、基本的予防として、職員と利用者さんの「手洗い・消毒・マスク」を引き続き徹底してください。





2、職員、利用者さんは、出勤前、迎への車に乗る前に体温をはかり、ホームへくるかどうか判断してください。記録も引き続き行ってください。特に風邪症状の聞き取りも行ってください。（高熱が出た方は受診とPCR検査を）　事業所では熱中症対策と換気、より気を付けてください。　食事時は特に飛沫感染防御をとってください。　





3、利用者さんへの面会は、感染対策をきちんとして、短時間（10分程度）、距離を確保して、対応してください。面会場所は、デイルーム以外で工夫してください。（日頃から利用者さんの様子を伝えること工夫してください）





4、職員が県外などに出かける場合は、事前に管理者さんに連絡をしてください。利用者さんが自宅において県外の親戚の方々などとの接触があったという場合は、互いに注意喚起して見守ってください。(地域の感染度合いの変化、対面者や本人の体調、条件など個別に違いがありますので、管理者さんと具体的に相談してください)





 














